
Thoreauの旅
―"A Walk to Wachusett"―

六 川 信

ソーpウ (HenryDavidThoreau,1817-1862)は,アメリカにおけるbackpackingtour･

istsの草分けの一人であった.彼は自然への旅を愛した.生誕の地 Concordを中心とする

NewEnglandの族が主であったが,その方法は糧食や野営用具を携行し山野を歩くバック

パッキングによることが多かった.汽車,馬車,舟も利用したが,バックパッキングの徒歩

旅行を中心とした.当晩 大学生の問でもこの方法は人口に胎灸していなかった.自然が深

いニュー･イングランドの森林や荒野の奥地へ分け入るのは狩猟人か伐採著に限られており,

一般人が休養や気晴らしに行くなどは例外であったのである.テントを張ることも信仰伝導

集会等大勢の人を召集するためであって,個人が野営のためにすることはほ とん どなかっ

た(1).

古今東西の多数の旅人と同じくソーPウも.旅について語り講演しェッセイや旋行記を書

いた.旅の記録としての紀行文を超えて,文学作品に仕上げているところに.ソーロウが近

代アメリカの代表的作家の一人に数えられる所以がある.本稿は.ソーpウの最も初期のエ

ッセイ "AWalktoWachusett"をとり上げ, その作品としての価値の検討を試み.ソー

ロウの旅から生まれた旋物語の特質を考察することを目的とする.本論に入る前に.局知の

ことではあるが.ソーロウの旅から生まれた作品を概観しておくことにする.

1

1839年の夏の終りに.ソーpウは兄 Johnと共に二週間に亘るバックパッキングの舟族に･

出発した.コンコード川を下り,メリマック川を潮り,ニュー･-ソプシャー州のtheWhite

Mountainsの最高峰 Mt.Washington'(1,919m)登頂を果たした.敬愛するこの兄は1842

年 1月11日急死し,ソーロウは悲嘆にくれ6週間 Journalを書くことすらできなかった.

しかし,1843年暮れ近くStatenlslandからコンコー ドに帰ったソーロウは,兄の追悼のた

めにこの旅行記を書くことを決意する(2).Walden湖畔での独居生活は.その執筆のためで

もあった.超絶主義の代表的作品 A WeekontheConcordandMeT･rimackRiveT･S(18

49)(以下 A Weekと略す)は.この舟旅を土台としている.

walden湖畔での独居生活中,AWcekの第-稿が完成しWaldenにとりか示る前の1846

年9月に,ソーpウはメイン州Bangor在住の従兄GeorgeA.ThatcherとBangorのLowell

とRaishの2人に加えて白人の船頭兼案内人の GeorgeMcCauslin とThomasFowlerと

共にメインの森へ旅をし,Mt.Katahdin(1,608m)頂上近くまで登った.この体験を1848年

にコンコード･ライシーアムで講演し好評を博したソーPウは.それをエッセイにまとめ,
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UnionMagazz'neofLz'teT･atul･eandArt(1848)に "Ktaadn,andtheMaineWoods"と

題して,7月から11月まで5回に分けて発表した.1853年9月彼は再度 GeorgeA.Thatcher

とインディアンの JoeAitteon と共にメインの森に旅し.そのエッセイ 〃Chesunc∞k"を

AilanlicMoTuhly(1858)に6月から8月に亘り発表した.荒涼たる荒野と野生にひかれたソ

ーロウほ,1857年にもコンコードの植物学者 EdwardHoarとインディアンの JosephPolis

を伴い同地を訪れ,翌年旅行記にまとめ,死に至るまでその草稿に手を加えていた.三回のメ

インの森-の旅の物語は彼の死後まとめられ,TheMaineWoods(1864)として出版された.

ソーロウは,1849年10月,1850年6月,1855年7月,1857年6月の4回に亘って Cod岬

を訪れた.CapeCod(1865)はこの旅の体験に基づいて書かれた.1850年9月に.ソーp

ウは友人 William ElleryChanning (1818-1901) と共にカナダの Quebecを訪れ.Mt.

Rogalの丘に登り Momtrealを一望におさめた.1850年の秋コンコードに戻ったソーpウ

はこの旋物語の初稿を書いたと推測される.1850年10月の Journalに "LeftConcord,

Wednesdaymorning,Septemもer25th,1850,forQuebec.Fare$7.00 toandfro.O-

bligedtoleaveMontrealonreturnass∞nasFriday,October4th.The00untrywas

new tomebeyondFitchburg."(3) という簡単な記述の後.Journalは84べ-ジに亘って欠

落している.明らかにカナダ旅行の記事と思われるが.マニュスク1)プトは残存していない

らしい(4).1852年1月にコンコードのライシーアムで講演したソーpウほ. 3月にエッセイ

に整える.これは "AnExcursiontoCanada" と題して Puinam'sMagazineに1853年1

月から3月まで掲載された.ソーロウの死後,SophiaThoreauとWilliam ElleryChan-

ningによって A Yankeez'nCanada(1866)と改題されて出版された.

1861年5月,_ソーpウは ミネソタ州への15∞マイルに のぼる族を決行する･ Toronto･

Milwaukee,Detroit,Chicagoそしてその西方の Redw∞dFallsまで足を踏み入れた.結

核の療養を目的としたこの旅は,かえって健康を害するという結果に終わった.翌年5月6

日死を迎える彼は,この族の物語を書きようもなかった.ニュー･ヨークで書かれた重要な

エッセイ "AWinterWalk''- 1843年10月 TheDial誌に掲載- は コンコードでの旅

の体晩を想像力に包んで描いたものだ.ェッセイ "Walking"は.コンコード周辺の近遥に

基づく作品というよりも,一つのテーマによって見事に構成されている作品と考える方が至

当であろう.

2

さて.ニッJセイ "Ktaadn"には天に昇る"pilgrim"の道は明示されていないが,AWeek

(1849),Walden(1854),CakeCod(1865)のどの作品にも "pilgrim"の語が用いられて

いることに.我々は注目する.

"Wenownolongersailedoraoatedontheriver,buttrodunyieldinglandlikepi1-

grims･〟(5)〟Childrencomea-berrying,railroadmentakingaSundaymorningwalkin

cleanshirts,丘shermenandhunters,petsandphilosophers;inshort,allhonestpil一

旦垣聖上Whocameouttothew00dsforfreedom'ssake,andreally leftthevillage

behind."(6)TodaywewerewalkingthroughTruro,atownofabouteighteenhundred
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inhabitants.Wehadalready00metoPametRiver,whichemptiesintotheBay.This

wasthelimitofthepilgrims'journeyuptheCapefrom Provincetown."(7)(下線部筆

者)

`̀pilgrim"とは,"1a:onewhojourneysesp.imalienlands:TRAVELER,WAY-

FARERも:apersonwhopassesthrough lifeasifinexilefrom aheavenly home-

landorinsearchofitorofsomehighgoal(astruth)2:Onewhotravelstovisita

shrineorholyplaceasadevotee''(Webster第三版)の意味だ.見知らぬ土地への(徒歩)

旅行者を指す一方で,真理を求めて聖地に赴くloaferの如き旅人のことでもあるのだ.ソー

ロウが自己を "pilgrim"と考えていたということは,彼の旅が Concordから離れていく外

面的なバックパッキングの内側に,内面に向かう精神の旅を含んでいたことになる.このこ

とはソーpウ自身が有名なェッセイ "Walking"の冒頭で語っている.彼 自身が Sainte-

Terrer-Sauntererであると主張するのだ.Sauntererとは Holy-Lander(聖地巡礼者)で

あると解説している(8).
ソーロウの旅を考えるとき,彼の実際の旅よりもその旅から生まれた作品の構成や内容に

我々の関心は集中する.例えば,次の逆説的な言葉は興味のあるところである.〃Theもrave

manstaysathome."(9)".‥Sittingstillathomeistheheavenlyway;thegoingoutis

thewayoftheworld.相的"Ithink1wouldratherwatchthemotionsoftlleSeCOWSin

theirpasture‥.thanwandertoEuropeorAsiaandwatchothermotionsthere."帥旅

を住みかとし旅に生きたソーロウが如何に内面へ向かう旅を求めたかを示している,と考え

られる.筆者には.ソーロウは相当に内向的な人ではなかったか,と思えてくる.ェッセイ

〃AWalktoWachusett打 の中でも,"Inthespacesofthoughtarethereachesofland

andwater,wheremengoand∞me.Thelandscapeliesfarandfairwithin,andthe

deepestthinkeristhefarthesttraveled.〃09とソーロウは主張する.彼の旅は真実のとこ

ろは精神の旋なのだ,と説明しているのである.このソーロウの思想には,明らかに,エマ

スソ (RalphWaldoEmerson,1803-1882) の影響がある.1842年春発表された "Self-

Reliance"の中でェマスソは, "Itisforwantofself-culturethatthesuperstitionof

Travelling,whoseidolsare∫taly,England,Egypt,retainsitsfascinationforalledu-

catedAmericans...thewisemanstaysathome･･･Travellingisafool'sparadise.Our

firstjourneysdiscovertoustheindifferenceofplaces."49と述べ,旅に出ることを非難

する.ソーロウはこのエマスソの思想を受け継いでいると見ていい.だが,･ソーロウはェマ

スソと異なり,生まの外面の探求に身を投じ,そこに象徴的な意味を発見しようとした.外

面的旅を内面探求の旅へと変えてしまうのだ84.旅人ソーPウは自己を宗教的に探求す る

"pilgrim"になるのである.

更に.ソ-ロウには,想像力にまかせて思うがままに遠隔の地-遊ぶJbの旅があった.と

考えられる.それは彼の豊富な読書から生まれた.ソーロウは旅行記を好み,JohnAldrich

Christieの調査によれば193点にのぼる89･旅行記の読雷の影響の最も大きい作品は AWeek

であり,クリスティは Henry MarieBrackemi dge の Joul･nalof A VoyageUpthe

RiverMissoul･i,PeljoT･medin1811と A Weekとを比較対照研究し, ソーt,ウが1837
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年に--′ミード大学図書館から貸出して読んだこの旅行記が.いかに A Weekに絶大な影

響を及ぼしたかを論じている的.多数の読書がソーpウの想像力を豊かに していることは,

ソーpウの読者は夙に知るところだが.それ以上に,彼は読書という知的活動の中で古今東

西の世界の族を自由自在に満契していたと思えてならないのだ.

冒頭に述べたように.ソーロウの旅はコンコードを中心としたニュー･イングランドの円

の中にはi.おさまる･ニュー･イングランドを離れたこと自体.講鼠 仕象 社交等の短期

のものを除けば.ほんの3回にすぎない.Qllebecと Montrealへの旅は,彼の生涯でただ

一回の外国旅行であった.これは,彼が旅行だけが目的の族を常に嫌ったからである.尿は

ソーPウに作品の構成の枠組みを提供し, ソ-pウは "Saunterer"として自己の体験を語

るのである.

3

"AWalktoWachusett''は.1843年1月. TheBostonMiscellanyに発表され, ソー

ロウの死後 Excursions(1863)に収められたエッセイである.これは TheDlal誌以外で

活字になった最初のエッセイである87).Mt.Wachusett(2,006フィーり は, コンコード

の AnnursnackHillの頂上から望めば,26マイル真西に位置する.マサチューセッツ州の

中心を横切って南から北-のびる山系 Monadnocksに属する的.1842年 1月兄 Johnの死

はソーロウを悲しみに沈ませたが.夏に入りようやく気力を回復しウオチュ-セット山登頂

を決意する.

MargarettFuller(1810-1850)の弟で-ーバード大学生の RichardFullerを同伴者に得

た.ソーロウはその前年彼の ラテン語の家庭教師を勤めていた. フラーは1842年7月18日

Cambridgeから徒歩でコソコードへ 向った. ソーロウが寄宿するコンコードのエマスン家

に歓迎され,翌朝両者は5時15分前にユマスソ家を出発し西に向った胸.バックパッキング

の旅である.Acton,Stow,Boltonを通りLancasterで昼食をとり,Sterling西端のStilト

waterJllのほとりの村の宿屋で1泊.翌朝空が自みかける頂, Mt.Wachusettの麓まで4

マイル歩き,登頂し頂上にテントを張って野営.21日早朝日の出を仰ぎ,正午に下山し.

Stillwater,Sterling,Lancasterを抜け. Harvardで1泊.22日にフラーは Grotonの家

へ帰り,ソーPウはコンコードへ帰った.以上がこのエッセイに記されている4日間の徒歩

施行の行程である.

ソーロウは1842年秋,4日間の旅のノートを作り直し.そこに1841年5月2日の Jounlal

の長詩を加え.エッセイに仕上げた.この作品には,1837年,1838年,1841年のJournalか

らの引用があるがそれは少なく, William Howarthが述べているように.一つのテーマの

廻りに Jour7Zalからの記事を集めて寄せ木細工にしたものではない伽.

このエッセイは次の短詩で始まる.

Theneedlesofthepine

Alltothewestincline.

この題詩は,1841年5月9日の Journalからこのエッセイに組み込まれたものだ. しか
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も.作品の冒頭を飾っているので,我々は先ずこの短詩を検討する必要がある.この日の日

記は, "Thepinestandsinthew∞dslikean Indian,- untamed,withafantastic

wildnessat)outit,evenintheclearings--" と始まり "Thepoetspeaksonlythose

thoughts‥‥Mと続く脚.RichardLebeauxが指摘しているように餌,ソー1,クはインディア

ソのように森に立つ松の木と自己とを同一視している,と解釈していいだろう.こう考える

と,この短詩の西に傾く松の木とその薬の暗示するものはソーロウ自身だということだ.ソ

ーpウ自身が西に傾くということは彼の西方志向を意味する餌.更に言えば,アメリカの歴

史的運命としての西-いくということがこのエッセイの形式になっている,ということであ

る.William Howarthは,更に一歩進めて, このエッセイの物語はアメリカという国の物

語だと述べているが軸,気負いすぎではなかろうか.

この短詩の意味を更に掘り下げるには,この短詩に続く短かい散文の後の長詩 Wachusett

を合わせ読まなければならない. この詩は,1841年5月2日の Journalからとられたもの

である.最後のスタンザのみを引用する.

,ButspecialIrememberthee,

Wachusett,wholikeme

Standestalonewithoutsociety.

Thyfarblueeye,

Aremnantofthesky,

Seenthroughtheclearingorthegorge

Orfrom thewindowsoftheforge,

Dothleavenallitpassesby.

Nothingistrue,

Butstandst̀weenmeandyou,

Thouwesternpioneer,

Whoknow'stnotshamenorfear

Byventurousspiritdriven,

Undertheeavesofheaven.

Andcanstexpandtheethere,

Andbreatheenoughofair?

･Upholdingheaven,holdingdownearth,

Thypastimefrom thybirth,

NotsteadiedbytileOne,norleaningontheother;

MayIapprovemyselfthyworthybrother!餌

ソーPウが "specialIrememberthee,Wachusett,wholikeme''とウォチュ-セット

山に呼びかけるとき,彼のこの山への愛情と限りない慈しみが湧き出す.彼の英国の友人

ThomasCholmondeleyがコンコードを訪れたとき.ソーロウはこの友人をこの山へ案内し

ている程である餌.ウォチュ-セット山は "frontier"の山であり,Holy･Landerのソ-1,ウ
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が仰望する山である.このスタンザは,この山がソーPウの意識の中にかゝえ込まれ浮き立

っていることを示している.そこには,兄 Johnの面影が二重映Lになってはいないだろう

か.RichardLebeaux も述べているように, ウォチューセット山への旅では, 1839年の舟

旅を想い出させたに相違ない.フラーとの旅の記述がほとんどないのもそのためと思われる.

こう考えてくると,先に掲げた短詩には兄John-の思いが込められており,自分を"worthy

brotber''と認めてくれとの願 うような叫びが含まれている, と言える. この エッセイは,

A Weekがそうであるように,兄-の鎮魂のために書かれた,と筆者には感じられる.

4

〟A WalktoWachusett''の中心的メタファーは ウォチュ-セット山である. She-an

Paulがすでに指摘しているように, この山はフロンティアと西部に関連する人間の本源的

関係を発見する場所なのだ捌.山へ行 くことは西へ行くことであり,西へ行くことは上昇で

あり天へ登ることである.上昇は,Walden湖での水浴にも似て.清めの行為である.聖地

-赴 く者が身を清め生勢を神に供え神を宥めるという行為は,古代からの宗教的儀式であっ

た.山に到着したソーロウは,山に登 り始める前に,どんな儀式を行ったであろうか.

Aswegatheredtheraspberries,whichgrewabundantlybytheroadside,wefan-

ciedthatthatactionwas00nsistentwithaloftyprudence;asifthetravelerwhoascends

intoamountainousregion should fortifyhimselfbyeatingofsuchlightambrosial

fruitsasgrow there,anddrinkingofthespringswhichgushoutfromthemountain･

side,ashegraduallyinhalesthesubtlerandpureratmosphereofthoseelevatedplaces,

thuspropitiatingthemountaingodsbyasacrificeoftheirownfruits.困

路傍のキイチゴを摘んだとき.ソーロウはその行為の崇高さを思う.山腹から流れ出る泉

の水を飲み.山の業物の生勢によって山の神々を宥めるのである.ソーロウはこれを俗界か

ら離れ聖山-登る意味をもった儀式と考える.RichardCarlTuerkは,"Sacrament"とい

う言葉を用いてこの儀式の意味を指摘した餌.頂上にテントが張られると.完全に下界から

隔絶する.そのテントの中でソーPウは,新たな喜びにひたって Virgilと Wordsworth

を読む.聖地の喜びをソーpウは得意な誇張によって語 り,ウォチュ-セット山 (2,006フ

ィーり の高さを3000フィートだと述べる.そこには,25才の青年ソーpウの情熱と理想主

義が表われており,ロマンチス トの面目躍如たるものがある.

Weatlength pitchedourtentonthesummit.It･isbutnineteen hundredfeet

abovethevillageofPrinceton,andthreethousandabovethelevelofthesea;butby

thisslightelevationitisinfinitelyremovedfrom theplain,andwhenwereachedit

wefeltasenseofremoteness,asifwehadtraveledintodistantregions,toArabia

Petraea,orttlefarthestEast.榊

ソーPウの精神は際限なく広がる.ウォチュ-セット山からイングランドの-ルべリン山
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へ,更に,詩歌と文芸の象徴のパルナッソス山へとイメージは拡大していく.学芸の女神 ミ

ューズの訪れとホメロスの出現をも想像する.ウォチュ-セット山はギリシャの山と虫なっ

ていく.現実の山から離れた果てしなく遠いもの-の恒保はロマ'/チシズムの作家に共通し

て見られるものであり,この山は,現実の7°ソティアの山というよりも,ソーPウの意識の

中に特別にそびえる山となっていく.現実の確固たる山が提示され内面の世界のもの-高め

られていく.この山頂は神々の住むところでもある."Beforesunset,werambledalongthe

ridgetothenorth,whileahawksoaredstillaboveus.Itwasaplacewheregods

mightwander,sosolemnandsolitary,andremovedfmmallcontagionwiththeplain."糾

このエッセイが最高の高まりを見せるのは.頂上での一夜がようやく自みかける朝に移り

ゆくとき.頂上で迎える早朝の景観と眺望である.ソーロウほ果てしなく続く樹海の荘厳さ

にうたれ,文学的感動の筆致で真迫性をこめて次のように描き出す.

Whenthedawnhadreacheditsprime,weenjoyedtheview ofadistantl10rizon

line,andcouldfancyourselvesatsea,andthedistanthillsthewavesinthehorizon,

asseenfromthedeckofavessel...Wecouldseehow ampleandroomyisnature.As

farastheeyecouldreachtherewaslittlelifeinthelandscape;...Whachusettis,in

fact,theobservatoryoftheState.Therelay Massachusetts,Spreadoutbeforeusin

itslengthandbreadth,likeamap.Therewasthelevelhorizonwhichtoldofthesea

ontheeastandsouth,thewellknownhillsofNewHam pshireonthenorth.鋤

ソーPウがウォチュ-セット山へ行ったのは,人間と自然の関係.人間の本源的在り様を

発見するためであった｡彼は,山が宇宙全体の計画の中で自然の他の総ての部分と相互関係

にあること及び造物主が自然のいかなる部分にも関与していることを悟るのである.それは.

この引用文の後に続いて述べられるソーPウの直覚する Organicな宇宙観に基づく. "We

couldatlengthrealizetheplacemountainsoccupy ontheland,andhow theycome

intothegeneralschemeoftheuniverse- We00nfessthatthehandwhichmoulded

theiroppositeslopes,makingonetobalancetheother,workedroundadeepcentre,

andwasprivytotheplanoftheuniverse.Soistheleastpartofnatureinitsもear-

ingsreferredtoallspace."餌

この宇宙観はソー｡クがェマスソから学んだものである.このエッセイの思想性は,この

宇宙観の提示にあり,それはソーロウがウォチューセット山-の旅で得た人間の本源的関係

でもある.ソーPウの場合.ェマスソのように抽象的にそれを述べる方法はとらない.ウォ

チュ-セット山の自然そのものを措き,それを崇高-と導き.そこに神聖と神秘を賦与する

ことによって.大自然の計画された有枚的造化の有り様を述べるに至るのである.ここに彼

の芸術的手腕があり,このエッセイの文学的価値が認められると言える.

〃AWalktoWachusett"は,構成の面から見ても評価されるべきである.LaufiatLane,

Jr.紘,このエッセイの基本構造は三つの部分に分けられると述べている糾.(1)山へ.(2)山

で,(3)山からがそれである.しかし,筆者の私見によれば,4つの部分と考えたい.Wachu-

settの詩を掲げウォチューセット山への旅の目的は精神の旅にあることを暗示させる提示部,
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コンコードからスターリングの宿までの徒歩旅行.登頂から頂上での体験が述べられる超絶

主義的中心部,そして.下山から帰路の終末部である.

このエッセイでは,提示部で読者は強烈に引き込まれていく.徒歩旅行の途中の自然の描

写は,絵画的で牧歌的で芸術的だ.中心部は,このエッセイの最も迫力に満ちた部分であり,

緊張感が高まるところである.終末部は軽いタッチでおさえられている.

これは.コンコードから自然に入りまたコソデードへ帰環する物語である･この物語の型
は.ソーPウの後々の主要作品の構成の型として踏襲されており.ソーロウはこのエッセイ

で彼の族物語の型を発見した,と言える.この点は.William Howarthが指摘したところ

でもある的.古くSherm an Paulが指摘したように餌,ソーロウは,"A WalktoWachu-

sett"の中で, 山と平地,上昇と下昇,日の出と日没,森と村,朝と夕べ,というエッセイ

の祖型をとり入れている.これは A Weekや Walden の構成として受け継がれている.

例えば.このエッセイで,登頂の朝,ユマスソ家を出発する朝.頂上での朝は総て期待感に

溢れており力強く述べられている.Waldenの朝のメンドリの原型がここにある.といえる

のである.

Jam esMclntoshのことばを借りれば餌, "A WalktoWaclmsett''には二つのレベルの

旅が語られている･一つは,マサチューセッツ州コアコードからウォチュ-セット山までの

限定された自然-の旅であり,他は,個人の思想という限界のない世界-の旅である.実は,

ソーロウの後の作品の多くはこうした視点で読むことができるのだ.また,そう読むべきで

あろう.だとすると,このエッセイは,超絶主義の代表的作家ソーロウの文学の原点となっ

ている.と言える.彼の後の作品のいろいろな萌芽がこのエッセイに宿っているのである.
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